







大学理事, Yale School of Management, Japan FacultyAdvisor,安田奨学財団
理事,信金中金総合研究所長(非常勤),川崎商工会議所特別顧問等の多彩な
社会活動も歴任されています｡
平尾教授は,その豊富な社会的経験を活かされつつ, ｢現代経済論｣, ｢中堅
企業論｣, ｢経済原論｣, ｢現代の経済と経済学｣等を中心に,経済学の基礎理論
から実証分析に至るまでの,極めて幅広い講義科目を担当されました｡いずれ
の講義においても,その温和で落ち着いた語り口は,経済学部の多くの学生に
深い感銘を与えて来られました｡また,大学院経済学研究科では,修士課程で
｢経済政策特論｣, ｢ベンチャーキャピタル･プライベートエクイティ論｣,博士
後期課程で｢金融論特殊研究･演習｣を担当され,多数の院生を親身に指導し,
世に送り出されました｡平尾教授が手塩にかけて育てられた多数のゼミ生は,
大学教師としての｢宝物｣になっているに相違ありません｡
また,学内における学術研究の領域では,社会知性開発研究センター運営委
員会委員,都市政策研究センター代表等を歴任されて,本学における教育･研
究環境の改革･充実に大きな功績を残されました｡他方,学外の学会において
も,日本ベンチャー学会の幹事及び理事を務められるなど,大きな貢献をされ
てきました｡
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平尾教授の研究テーマは,イノベーション論,企業成長論,地域経済論,都
市経済論,産業論,財政学,及び金融システム論等の極めて多くの領域に及ん
でいますが,そこには, ｢企業家精神の豊かなベンチャー企業･中小企業･中
堅企業の振興を基盤とする地域経済の活性化｣という,一本の<赤い糸>が貫
かれているように思います｡そして,その研究対象は,日本のみならず,イン
ド,中国,アメリカ,フランス等にまで及んでいます｡その成果は, 『ベンチ
ャー･ビジネスー頭脳を売る小さな大企業-』 (共著,日本経済新聞社,昭和
46年), 『研究開発型企業の新成長戦略』 (編著,東洋経済新報社,昭和60年),
及び『川崎都市自書』 (共著,専修大学都市政策研究センター,平成19年)等
に見て取ることができます｡
とりわけ,最初の著作は,元本学経済学部教授で多摩大学の第2代学長を務
められた故中村秀一郎氏及び元法政大学教授で同大学の総長･理事長を務めら
れた清成忠男氏との共著であり, ｢ベンチャー･ビジネス｣という用語･概念
を世に送り出したことでも知られています｡ややもすれば,日本の経済成長は
大企業のみによって誘引されたと思われがちであるが,そこには,宇宙開発に
まで関わる程の高度な技術力を有するベンチャー･ビジネスが｢通奏低音｣の
ように存在していた｡そうした日本の経験は, ｢キューポラのある街｣ (日活映
画)に象徴された中小･中堅企業が消え去り, ｢シャッター通り｣の続く地域
経済の再活性化のみならず,現在の発展途上国にも適用可能ではないのか-,
私は,平尾教授の研究をこのように読み取りました｡
本学を退職された後も,ますますご自愛され,硯滴日々に新たならんことを
祈念致します｡ここに, 『専修経済学論集』の-篇を退職記念号に充て,経済
学部同僚一同の心からの謝意を込めて,平尾光司教授に呈上致します｡
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